
令和初！小学校の大運動会！
　5月25日（土）に、涌谷第一小学校と月将館小学校、箟岳白山小学校の3校で、
運動会が開催されました。
　運動会当日は、5月としては異例の高い気温により一部競技が短縮されまし
たが、雲一つない快晴の下、児童の皆さんは演技・競技に取り組みました。

涌谷第一小学校

月将館小学校

箟岳白山小学校

《涌谷第一小学校写真解説》
① 運 動 会 の ク ラ イ マ ッ ク
ス！6年生のリレーのスター
ト②鬼気迫る表情で駆け抜
ける徒競走③涌谷第一小学
校ならではのマーチングバ
ンドの演奏④今年の乱入は2
人で⑤威信をかけたリレー
は3人一直線に並んでゴール

《月将館小学校写真
解説》
①1等賞に笑顔がは
じける②意気込みが
感じられる選手宣誓
③指先まで力がこも
る徒競走④ライバル
に負けたくない気持
ちがほとばしる

《箟岳白山小学校写真解説》
①だ～るまさん、こっちだよ②箟岳
さまが見守るバックストレッチ③わ
～っしょい！チームワークが物を言
う綱引き④よ～いドン！とともに前
へ⑤バトンの代わりにだるまさんで
リレー

①

②

⑤

④ ③

①

② ④

③

④

⑤ ③ ①

②
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わくや
ふるさとパック・夏

２０１９

お世話になった人へ、

遠く離れたご家族・ご友人へ、

懐かしの味・新たな涌谷の味を

送ってみませんか？

▼申込期間　7月1日（月）～7月25日（木）　17時まで

▼料　　金　黄金・城山　各パック5,000円（税込）　　
　　　　天平・箟岳　各パック3,000円（税込）
　送料は1パックにつき1,000円（税込）。ただし、沖縄
県は2,000円（税込）。品質保持のためクール便を利用。

▼申込方法　役場備付けの申込用紙に必要事項を記入し、
現金を添えて左記に持参ください。

▼問い合わせ先
　涌谷町観光物産協会(まちづくり推進課内)
　☎43-2119

マドレーヌ（木村屋）、かりんとう（村上菓子舗）、純金茶「黄金
乃華」（黒澤茶舗）、つゆ（川敬醸造）、マイルド特級しょうゆ（川
敬醸造）、鴨の燻製（ぼたん屋食品店）、小ねぎぼうろ（ディゴル
ド）、ひとめぼれ（男澤みつ子）、野菜セット（わくや産直センター）

梅饅頭（木村屋）、純金茶「黄金乃華」（黒澤茶舗）、マイルド特級
しょうゆ（川敬醸造）、小ねぎぼうろ（ディゴルド）、しそ巻（田村
むね子）、ひとめぼれ（男澤みつ子）、野菜セット（わくや産直セ
ンター）

わくやさま（木村屋）、梅干し（一條農産）、特吟醸みそ（川敬醸造）、
きゅうりのからし漬け（ぼたん屋食品店）、鴨の燻製（ぼたん屋食
品店）、小ねぎぼうろ（ディゴルド）、しそ巻（田村むね子）、ひと
めぼれ（男澤みつ子）、野菜セット（わくや産直センター）

オレンジケーキ（木村屋）、かりんとう（村上菓子舗）、梅干し（一
條農産）、マイルド特級しょうゆ（川敬醸造）、小ねぎぼうろ（ディ
ゴルド）、ひとめぼれ（男澤みつ子）、野菜セット（わくや産直セ
ンター）

黄金パック

天平パック

城山パック

箟岳パック

― 10 ―広 報 わ く や 令和元年7月1日発行



5月26日(日)執行
涌谷町長選挙および涌谷町議会議員補欠選挙の

結果について

7月21日(日)は、
第25回参議院議員通常選挙の投票日です

●涌谷町長選挙の結果、遠藤釈雄氏が当選されました。

●涌谷町議会議員補欠選挙は、伊藤雅一氏が無投票当選されました。

投票は、7月21日（日）午前7時から午後7時まで、各投票所で行われます。

●投票できる人
①平成13年7月22日以前に生まれた人
②平成31年4月3日以前に本町に住民登録(または
転入届出)され、引き続き住所を有している人
●期日前投票
○期　間　7月5日（金）から7月20日（土）まで
○時　間　午前8時30分から午後8時まで
○場　所　涌谷町役場西庁舎1階 第1会議室
○持参物 入場券(行政区長を通じ配布します)
●不在者投票など
・指定の病院や老人ホームなどに入院・入所し
ている場合は、その施設で不在者投票をするこ
とができます。病院などの係の人に相談してく
ださい。
・仕事や旅行などで町外に滞在しているため、

選挙当日も涌谷町にいないという人は、滞在先
の選挙管理委員会で投票することができます。
郵送で投票用紙などを送付しますので、涌谷町
選挙管理委員会へお申し出ください。
・一定以上の障害を持ち、投票所に行けない場
合は、郵便投票をすることができます。その場合、
あらかじめ、郵便等投票証明書の交付を受ける
必要があります。詳しくは涌谷町選挙管理委員
会にお問い合わせください。郵便投票の請求は
選挙投票日4日前まで（7月17日（水）まで）となっ
ておりますので、ご注意願います。
・その他不明な点については、涌谷町選挙管理
委員会にお問い合わせください。
●問い合わせ先
　涌谷町選挙管理委員会　☎43-2111

候補者
（得票順） 得票数

遠藤釈雄 候補 4,467票

安部周治 候補 3,996票

区分 男 女 計
選挙当日の有権者数 6,761人 7,174人 13,935人
投票者数 4,100人 4,484人 8,584人
棄権者数 2,661人 2,690人 5,351人
投票率 60.64% 62.50% 61.60%
有効投票数 ― ― 8,463票
無効票 ― ― 121票

○候補者別得票数 ○得票の内訳など
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お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
わ
く
や
６
月
号
に
お
い
て
、

次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

す
る
と
と
も
に
、
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
３
ペ
ー
ジ
見
出
し　

　
誤
）三
度
の
目
の
正
直
で
・
・
・

　
正
）三
度
目
の
正
直
で
・
・
・

▼
10
ペ
ー
ジ
見
出
し　

　

誤
）（
一
社
）涌
谷
町
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構

　

正
）（
一
社
）涌
谷
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
構

▼
20
ペ
ー
ジ
の
ん
の
ん
教
室
開
催
日

　
誤
）６
月
19
日（
水
）　

　
正
）６
月
18
日（
火
）　

▼
22
ペ
ー
ジ
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

　
誤
）４
区　
千
坂
源
く
ん　

　
正
）７
区　
千
坂
源
く
ん

▼
26
ペ
ー
ジ
涌
谷
の
歴
史
・
文
化

を
た
ず
ね
て
の
見
出
し　

　

誤
）六
十
二
、
涌
谷
伊
達
家
の
…

　
正
）六
十
三
、
涌
谷
伊
達
家
の
…

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て（
５
月
分
）

　
全
国
の
38
人
の
皆
さ
ま

46
万
７
千
円

▼
広
報
郵
送
料
と
し
て

　
遠
藤
和
夫
さ
ま（
千
葉
県
富
津
市
）

１
万
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
齋
藤
正
美
さ
ま（
10
区
）

　
桟
橋
８
台

▼
涌
谷
町
役
場
へ

　
古
橋
三
治
さ
ま（
９
の
３
区
）

竹
と
ん
ぼ
の
一
輪
挿
し

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
―
２
１
１
１

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
状
態
で
、
障
害
や
死
亡
な
ど
の
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
保
険
料
免
除
制
度
や

納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）が
あ

り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民
年
金

窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
度
分（
令
和
元
年
７

月
分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま

で
）の
免
除
な
ど
の
受
付
は
、
７

月
１
日（
月
）か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
ヵ

月
前
の
月
分（
す
で
に
保
険
料
が

納
付
済
の
月
を
除
く
）ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
免
除

な
ど
の
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期
間

が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
―
1
2
0
3

▽
町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
44
―
2
8
9
8

国
民
健
康
保
険
の

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
者
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
～
74
歳
の
人
が
現
在
お
持

ち
の
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
、平
成
31
年（
令

和
元
年
）７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
前
年
の
所
得
に
基
づ
き
負
担
割

合
を
判
定
し
、
７
月
下
旬
に
新
し

い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
以
降
、

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
は
、

保
険
証
と
と
も
に
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
の
更
新
時
期
で
す

　
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
平
成
31
年（
令
和

元
年
）７
月
31
日
ま
で
で
す
。
引

き
続
き
必
要
な
場
合
、
更
新
が
必

要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
や
外

来
診
療
の
高
額
な
医
療
費
の
支
払

い
が
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
更
新
申
請
は
、
７
月
29
日（
月
）

か
ら
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
健

康
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
受
付
時

に
現
在
交
付
し
て
い
る
「
国
民
健

康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」
と

保
険
証
、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以

外
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
有
効
期
限
が
平
成
31
年

年
７
月
31
日
の
高
齢
受
給
者
証
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
限
度
額
認
定

証
は
８
月
以
降
、
町
民
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
健
康
課
ま
た
は
役
場
総

合
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
国
保

介
護
班　

☎
43
―
5
1
1
1（
内

線
5
1
2
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
被
保
険
者
が
均
等
に
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険

者
が
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
を
合
計
し
て
個
人

単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
保
険
料
額
は
、

平
成
30
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て

算
定
さ
れ
、
７
月
以
降
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
は

平
成
31
年（
令
和
元
年
）７
月
31
日

ま
で
で
、
新
し
い
保
険
証
は
、
７

月
中
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
こ
れ
ま
で

の
緑
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ

り
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療

機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き
は
、
窓

口
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
保
険
証
を
忘

れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
2
1
1
4

▽
健
康
課
国
保
介
護
班

☎
43
―
5
1
1
1（
内
線
5
1
2
）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
被
保
険
者
が
均
等
に
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険

者
が
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
を
合
計
し
て
個
人

単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
保
険
料
額
は
、

平
成
30
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て

算
定
さ
れ
、
７
月
以
降
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
は

平
成
31
年（
令
和
元
年
）７
月
31
日

ま
で
で
、
新
し
い
保
険
証
は
、
７

月
中
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
こ
れ
ま
で

の
緑
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ

り
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療

機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き
は
、
窓

口
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
保
険
証
を
忘

れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
2
1
1
4

▽
健
康
課
国
保
介
護
班

☎
43
―
5
1
1
1（
内
線
5
1
2
）

お知らせ イベント相談 募集

More PickUp

わくや夏まつり実施見合わせのお知らせ
　毎年恒例の「わくや夏まつり」を開催すべく準備を進めてまいりましたが、諸般の事情により、今年はや
むなく開催を見送ることといたしました。
　夏まつりについては、これまで夏まつり実行委員会、観光物産協会理事会などの場で議論し、関係者・協
力者の皆様からさまざまなご意見を頂いており、昨今の涌谷町をとりまく状況の中で例年同様に夏まつりを
実施すべきなのかという声や、夏まつりのあり方そのものを見直していくべきではないかというご意見があ
げられました。
　その結果、わくやの夏まつりを新たなイベントとして作り上げるための準備期間とさせていただくべく今
年の夏まつりの開催はやむなく見送ることとなりました。
　つきましては、夏まつりを心から楽しみにしていた町民の皆様をはじめ、ご協賛者様、協力団体様、出展者様、
関係者の皆様に心からお詫びを申し上げますとともに、来年度の夏まつりの開催につきましては、改めてご
理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

問い合わせ先　涌谷町観光物産協会事務局（まちづくり推進課）　☎43-2119

水
路
や
た
め
池
の
水
難
事

故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
時

期
、
水
路
や
た
め
池
の
水
量
が
多

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
水

遊
び
や
魚
釣
り
に
夢
中
に
な
り
、

水
路
や
た
め
池
に
転
落
し
死
亡
す

る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
近
年
は
、
高
齢
者
の
水
難
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
痛
ま
し
い
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
家
庭
だ
け
で
は
な
く
地
域
の

皆
さ
ん
も
注
意
喚
起
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
農
林
振
興
課
農
林
振
興
班

☎
25
ー
8
5
1
1

▽
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所

農
業
農
村
整
備
部
管
理
指
導
班

☎
91
ー
0
7
2
1

農
業
系
廃
棄
物
の
試
験

焼
却
を
再
開
し
ま
す

　
大
崎
市
お
よ
び
大
崎
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
で
は
、
大
崎
市
三

本
木
地
域
の
農
林
業
系
廃
棄
物
が

不
足
し
た
た
め
、
試
験
焼
却
を
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
次
の
と
お
り
再

開
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
大
崎
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
業
務
課

☎
25
ー
8
8
6
7

クール数 第５クール 第６クール

搬入区分 2,000Bq/㎏超
～4,000Bq/㎏以下

4,000Bq/㎏超
～8,000Bq/㎏以下

混焼期間 6月10日（月）～14日（金） 7月22日（月）～26日（金）

実施施設 中央クリーンセンター
西部玉造クリーンセンター
中央クリーンセンター
東部クリーンセンター

町民運動会実施見合わせのお知らせ
　毎年恒例の「町民運動会」を開催すべく準備を進めてまいりましたが、スケジュールなどの事情により、
今年度は開催を見送ることといたしました。
　町民運動会の開催については、これまで涌谷町体育協会役員会、理事会で慎重に議論を重ねてきましたが、
今年度は休止とし、来年度は種目などを見直ししてまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ先　涌谷町体育協会事務局（生涯学習課）　☎43-3001
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児
童
手
当
な
ど
の

現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

　
児
童
手
当
な
ど
の
現
況
届
は
、

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。
提
出
が
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
届
出
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
場
所　
涌
谷
町
町
民
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
子
育
て
支

援
室

▼
持
参
物　
受
給
者
の
保
険
証
の

コ
ピ
ー
、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
な

ど
の
ス
タ
ン
プ
式
は
不
可
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線
5
1
7
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
受

給
資
格
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月

に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、
８
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
該
当
者
に
は
７
月
中
に

通
知
を
発
送
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出
し

涌谷第一小学校区学童クラブ
新築工事が始まります

　これまで涌谷第一小学校区の学童クラブは、小学校1～4年生
を対象に「八雲学童クラブ」「涌谷第一小学校学童クラブ室」の
2つのクラブを運営しておりました。
　今回、これを統合し対象を6年生まで拡大するとともに定員
増を図るために新築します。
　工事期間中は、近隣住民の皆さまや保護者・学校・学童クラ
ブ関係者の皆さまにご不便をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
　なお、工事期間中の駐車場の利用などについては、関係者の
皆さまに別に案内をします。

▼建築場所　涌谷第一小学校体育館北側（現駐車場）

▼工事期間　令和元年7月1日～令和2年2月28日（予定）

▼問い合わせ先

▽新築工事について
　建設課建設班☎43-2129

▽学童クラブについて
　子育て支援室☎43-5111（内線521）

More PickUp

た
人
も
、
こ
の
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
が

支
給
停
止
、
一
部
支
給
に
な
っ
て

い
る
人
も
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　

届
出
は
必
ず
受
給
者
本
人
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、

現
況
届
を
提
出
す
る
前
に
所
得
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当
の
受
付
期
間

　
８
月
５
日（
月
）～
16
日（
金
）

　
８
時
30
分
～
12
時

　
13
時
～
17
時
15
分

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
付
期
間

　
８
月
13
日（
火
）～
16
日（
金
）

　
８
時
30
分
～
12
時

　
13
時
～
17
時
15
分

　
い
ず
れ
も
８
月
15
日
・
16
日
は
、

19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
場
所　
涌
谷
町
町
民
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
子
育
て
支

援
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線
５
２
１
）

建設場
所

クラブ
敷地

涌一小
体育館

広 報 わ く や 令和元年7月1日発行 ― 14 ―



お知らせ イベント相談 募集

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
８
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
８
時
～
12
時

▼
場
所　
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど
も
園

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
2
1
1
6

遠
田
商
工
会
で

２
割
増
商
品
券
を

販
売
し
ま
す

▼
販
売
開
始　
令
和
元
年
７
月
６

日（
土
） 

９
時
30
分
～

▼
販
売
価
格　
１
セ
ッ
ト
１
万
円

（
千
円
券
×
12
枚
、
１
万
２
千
円

分
の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売
）

▼
販
売
数　
千
セ
ッ
ト
限
定

（
１
人
１
セ
ッ
ト
ま
で
）

▼
販
売
場
所　
遠
田
商
工
会
各
事

業
所

▽
涌
谷
事
業
所　
４
０
０
セ
ッ
ト

販
売

▽
小
牛
田
事
業
所　
４
０
０
セ
ッ

ト
販
売

▽
南
郷
事
業
所　
２
０
０
セ
ッ
ト

販
売

▼
購
入
資
格　
涌
谷
町
・
美
里
町

民（
18
歳
以
上
）。
免
許
証
な
ど
で

年
齢
・
住
所
確
認
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　
商
品
券
を
利
用
で
き

る
店
舗
な
ど
の
詳
細
は
、
６
月
28

日
新
聞
折
込
み
の
チ
ラ
シ
、
ま
た

は
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
遠
田
商
工
会

涌
谷
事
業
所
☎
43
ー
3
4
5
0

認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

認
知
症
カ
フ
ェ「
さ
く
ら

カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
す

　
認
知
症
に
悩
ん
だ
り
、
関
心
が

あ
る
人
が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
相
談
が
で

き
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
７
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

▼
場
所　
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
ら

い
ふ
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
話　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
経

験
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

▼
講
師　
ひ
ま
わ
り
ケ
ア
プ
ラ
ン

セ
ン
タ
ー
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

津
田
三
枝
子
氏

▼
個
別
相
談　
別
室
で
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

▼
参
加
費　
１
人
1
0
0
円
～

▼
事
前
申
込　
不
要

《
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
》

　
カ
フ
ェ
開
催
に
伴
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
町
内
在
住
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
か
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー（
各
講
座
の
受
講
者
）

▼
内
容　
会
場
準
備
・
後
片
付
け
、

お
茶
類
の
提
供
、
カ
フ
ェ
来
場
者

と
の
会
話

▼
定
員　
５
人（
先
着
順
・
当
日

９
時
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま

す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
包
括

支
援
班
☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線

5
5
4
）オ

ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　
術
後
の
ケ
ア
、
装
具
、
社
会
生

活
、
福
祉
制
度
、
災
害
対
策
な
ど

に
関
す
る
相
談
会
で
す
。
参
加
者

を
中
心
に
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や

体
験
談
な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
す
。

▼
日
時　
７
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

▼
場
所　
大
崎
市
民
病
院

▼
対
象　
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）

お
よ
び
家
族
な
ど

▼
講
師　

大
崎
市
民
病
院　

皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師　
小

澤
美
奈
子
氏

▼
申
込
方
法　
予
約
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）日
本

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
宮
城
県
支
部

☎
0
8
0
ー
5
5
6
7
ー
3
3
4
8

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

　
こ
れ
か
ら
の
気
温
が
高
く
な
る

季
節
に
は
、
熱
中
症
に
な
る
人
が

増
加
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
室
内
で
の
注
意
点
》

　
が
ま
ん
せ
ず
エ
ア
コ
ン
、
扇
風

機
を
使
用
す
る
。
部
屋
の
温
度
を

計
る
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
。

《
屋
外
で
の
注
意
点
》

　
涼
し
い
服
装
で
直
射
日
光
を
避

け
る
・
帽
子
を
か
ぶ
る
。
の
ど
が

渇
か
な
く
て
も
水
分
・
塩
分
を
補

給
。
こ
ま
め
な
休
憩
。

　
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署
救
急
係

☎
43
ー
2
3
5
1

令
和
元
年
度

涌
谷
町
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
避
難
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
各
種
展
示
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
被
害
状
況
伝
達
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
に
伴
い
、
当
日
は
、
防
災

無
線
放
送
と
緊
急
速
報
メ
ー
ル
配

信
を
実
施
し
ま
す
。
実
際
の
災
害

と
間
違
わ
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く

「
城
山
の
金
さ
ん
の

は
と
麦
茶
」の

販
売
予
定
に
つ
い
て

　
今
年
も
「
城
山
の
金
さ
ん
の
は

と
麦
茶
」
が
７
月
10
日
頃
か
ら
涌

谷
町
内
の
小
売
店
を
中
心
に
発
売

さ
れ
ま
す
。
今
回
も
町
内
産
は
と

麦
1
0
0
％
使
用
で
、
ノ
ン
カ

フ
ェ
イ
ン
。
こ
れ
ま
で
も
お
年
寄

り
か
ら
小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
、

ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
だ
か
ら
安
心
し

て
飲
め
る
と
好
評
で
す
。

　
ま
た
、「
24
本
入
り
１
ケ
ー
ス
」

が
町
外
に
住
む
親
せ
き
や
知
人
へ

の
お
土
産
品
・
贈
り
物
に
ち
ょ
う

ど
良
い
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
ど
う
ぞ
「
城
山
の
金
さ
ん
の
は

と
麦
茶
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
涌
谷
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
構　
☎
25
ー
3
7
5
0
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10
人
。

▼
参
加
費　
受
講
料
無
料（
教
材

費
・
検
定
料
と
し
て
１
万
６
千
円

が
別
途
か
か
り
ま
す
）

▼
申
込
方
法　
宮
城
県
母
子
・
父

子
セ
ン
タ
ー
に
官
製
は
が
き
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
そ
の
他　
託
児
あ
り（
無
料
３

歳
児
以
上
小
学
３
年
生
ま
で
）

▼
申
し
込
み
先　
（
公
財
）宮
城
県

母
子
福
祉
連
合
会

☎
0
2
2
ー
2
5
6
ー
6
5
1
2

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
住
宅

▼
申
込
期
間　
７
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
７
月
17
日（
水
）

　

3
3
5
号
室
は
申
込
期
間
以
降

も
常
時
募
集
し
ま
す
。
入
居
者
が

決
ま
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
抽
選
予
定
日　
７
月
22
日（
月
）

複
数
申
込
の
場
合
は
、
抽
選
。

▼
入
居
可
能
日　
８
月
１
日（
木
）

▼
入
居
要
件　
暴
力
団
で
は
な
い

こ
と
な
ど
、
涌
谷
町
が
定
め
る
要

件
を
満
た
す
人
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先　
建
設
課
都
市
計

画
班　
☎
43
ー
2
1
2
9

歩
数
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

参
加
事
業
所
を

募
集
し
ま
す

　
事
業
所
に
勤
務
す
る
３
人
１
組

で
チ
ー
ム
を
作
り
、
３
ヵ
月
間
の

チ
ー
ム
平
均
歩
数
を
競
い
合
い
ま

す
。
最
多
歩
数
チ
ー
ム
に
は
賞
状

と
記
念
品
、
平
均
歩
数
が
９
千
歩

を
超
え
た
チ
ー
ム
に
は
抽
選
で
10

チ
ー
ム
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
歩
数
と
身
体
活
動
量

を
ア
ッ
プ
し
、
メ
タ
ボ
予
防
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間　
９
月
１
日（
日
）

　
　
　
～
11
月
30
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
大
崎
保
健
所

健
康
づ
く
り
支
援
班

☎
87
ー
8
0
1
0

障
が
い
福
祉

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

配
布
し
て
い
ま
す

　
障
害
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
の
相
談
窓
口
を
ま
と
め

た「
障
が
い
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
涌
谷
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会
発
行
）を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
配
布
場
所　
涌
谷
町
町
民
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
役
場
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー（
結
の
郷
わ
く

や
内
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
福

祉
班　

☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線

5
5
2
）パ

ソ
コ
ン
講
習
会

(

平
日
コ
ー
ス)

を

開
催
し
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
寡
婦
の

人
が
就
労
に
必
要
な
知
識
技
能
の

資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
で
す
。

▼
日
時　
８
月
21
日（
水
）

　
　
　
～
10
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
毎
週
水
・
金
16
回

　
　
　
　
各
回
９
時
～
16
時

▼
申
込
期
間　
７
月
11
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
７
月
31
日（
水
）

▼
場
所　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
宮
城
県
在
住
で
ひ
と
り

人
親
家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、

全
日
程
受
講
で
き
る
人
。
定
員
は

みんなで育てよう　わくやっ子に向けて

児童虐待・ＤＶを学ぶ講座

More PickUp

部屋番号 家賃(月額) 間取り 階層 世帯人 戸数
八雲325号 23,800円

～46,700円 3DK

2階

2人以上
1戸ずつ

八雲335号
3階八雲434号 23,800円

～46,800円

渋江16号 20,000円
～39,300円 2LDK 1階 1人以上

申し込みは、1世帯につき1戸に限ります。駐車場は、別途
2000円かかります。八雲住宅はリフォームをかけていますが、
築15年以上経過しているため、経年劣化部分があります。

　児童虐待やＤＶ(ドメスティックバイオレンス：配偶
者暴力)に関する報道をよく耳にします。
　涌谷町子ども家庭総合支援拠点(子育て支援室)では、
なぜこのような事件が起きてしまうのか、身近な問題
として、子育てしやすいまちづくりに生かしていくため、
皆さんとともに考えていきます。自分も地域のためにな
りたいという人、育児や配偶者との関係で悩んでいる人
など、どなたでも参加できます。

《第1弾：児童虐待～仙台市立病院の取り組みから～背
景にある機能不全家族とＤＶの問題》

▼日時　7月10日(水)14時～16時

▼会場　涌谷町町民医療福祉センター研修ホール

▼講師　仙台市立病院副院長 村田祐二

《第2弾：ＤＶと児童虐待～地域で出来ること》

▼日時　12月3日(火)10時～11時30分

▼会場　涌谷町町民医療福祉センター研修ホール

▼講師　ハーティ仙台

《共通事項》

▼申込　各開催日の6日前までに電話で申し込んでくだ
　　　　さい。

▼託児　託児も対応しますので、申し込みください。

▼問い合わせ・申し込み先
　福祉課子育て支援室 ☎43-5111(内線521)
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